
○　検定試験実施の支援体制　

○　授業外の学力向上に向けた取り組み（学習習慣の確立）　
○　夏季補習教室の実施　　

１．週三回の朝学習タ
イムの実施
２．夏季補習の実施
３．授業時数確保の工
夫
　　①週時数の管理
　　②学期時数の管理
　　③年間時数の管理
　　④行事の精選
　　⑤会議の精選

１．人権尊重教育推進校とし
て校内研究における年７回の
実証授業の実施
　研究テーマ「生き生きと表現
し、互いに認め合い、高めあう
児童の育成」
　サブテーマ（習得した言語能
力を活用する力の育成をとお
して）
　に迫るために、分科会で検
討実証授業を行う。また、全
教員が研究授業を行う。
２．全職員で実施する初任者
研修及び教科研修の計画と
実践
３．自主グループ研修の奨励
と実践（若手中心の実技研修
等の企画・実施）

１．算数評価カードを
作成し、複数の教員
で評価する。
２．学習感想を適宜
活用し、自己の学習
を振り替えさせるとと
もに、新しい課題発
見の手立てとする。
３．教科担任制を実
施している学年では、
教科担当者が評価
し、教科ごとの成績
表を作成する。

１．学校評価
児童、保護者、地域の方、
第３者評価委員の方から
和泉小学校の学習指導の
内容・方法・成果等を評価
してもらい次年度の教育
活動に反映させる。
２．保護者による読み聞か
せ
朝読書の時間、休み時間
における定期的な保護者
の読み聞かせの実施。
３．家庭学習の連携
（１０分×学年）を目安とし
た家庭学習を励行し、保
護者と協力し学習習慣の
定着化を図る。

指導内容・指導方法
の工夫

教育課程編成上の工
夫

各教科の指導の重点

○　高学年における教科担任制による授業改善

○　学習の基礎・基本が見につく、充実した授業
○　「習得」「活用」「探求」を取り入れた指導の工夫
○　言語力の育成を基盤とした校内研究の推進
○　一人一人の児童のよさを見つけ、発揮できるような教師の支援

○　全校一斉朝読書の実施 　　　　　

【実施の主体となる組織】
１、教務部を中心に教育課程が適正に実施されているか管理すると共に、課題を明確にし、次年度の教育課程の編成に生かす。
２、研究推進委員会で校内の研究計画を立てるとともに、校内学習環境の整備を行う。また、研究テーマに向け分科会を組織し、実
証授業を行うとともに、全員が研究授業に取り組む。
３、学年会を定期的に行い、学年間の調整を行うとともに、時数確保に努める。
４、教科主任を中心に教科の特性を生かした取り組みと研修を実施する。
５、高学年部会を中心に教科担任制を実施し、より児童にとって質の高い授業を提供する。

生活科総合的な学習の時間
の指導の重点

特別活動の指導の重点

研究や研修の工夫 評価の工夫

進路指導の指導の重点

家庭や地域社会との
連携の工夫

教科担任制の工夫

１．問題解決学習の重視
ひとり一人の児童が課題を
理解し、調べ、まとめ、生か
す学習過程を組む。
２．教材・教具の工夫
児童の身のまわりにあるもの
に目を向け、身近な素材を生
かす。
児童の実態を理解し、教育
効果の高い教材・教具の開
発を行う。
３．体験活動の重視
体験活動を取り入れ、興味・
関心をもって学習に取り組め
るよう配慮する。
４．グループ学習の重視
学習グループの編成を学習
内容に応じて行い、互いに学
び合える環境をつくる。

１．３，４年生を視野
に入れ、５，６年生に
て実施する。
２．副担任制を導入
し、学年内の諸問題
に対応する。
３．毎週金曜日に学
年会を実施し、時数
の調整・確保に努め
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校経営方針
1 確かな学力の定着　　　　　　２ 恵まれた自然・地域環境　　　　３児童との触れ合いのあ
る学校　　　　　　４ 自ら学び自ら考える子の育成　　　　　５豊かな人間性を築く指導
○高学年における教科担任制の実施　　○特別支援教育の本格実施と副籍事業開始
○小中連携の課題解決　　○学校改革の推進

本校における「確かな学力」

本校の学力向上に向けた具体的な取組

・自ら課題をみつけ、自ら学び、自ら考
え、主体的に判断し、より良く問題を解
決する資質や能力を育てる。
・学び方やものの考え方を身につけ、
問題解決や探求活動に主体的、創造
的に取り組む態度を育て、自己の生き
方を考えることができるようにする。

・学校教育の基礎となる学級づくりに
力を入れ、協力して活動する児童を育
成する。
・児童が主体的に企画・立案・運営する
活動を重視する。
・他学年等の交流を大切にし、思いや
りの気持ちを育む。

１．児童一人一人が将来に向かって意欲をもち、自己の進路
を考え、自己実現を達成しようとする能力や態度を育てる。
２．全教育活動で「人間関係形成能力」「情報活用能力」「将来
設計能力」「意志決定能力」の４領域の育成を図る。
３．児童の実態や願い、保護者、地域の願いを大切にし、個々
の資質を高め、自己の進路に生かすように配慮する。

生活指導の指導の重点

１，重点目標を「明るく元気なあいさつをしよう」とし、児童が進んであい
さつし、人と人とのかかわりを深め、いじめのないよりよい集団生活を
築くようにする。
２，児童一人一人についての理解を深めるとともに、心豊かな児童を
育てる。
３，家庭や地域及び関係諸機関との連携を密にし、児童をめぐる諸問
題の早期解決を図る。

〇児童が自ら課題をもち、主体的、意
欲的に学習できるように授業を工夫
し、児童一人一人に基礎　　　的・基本
的な知識・技能や基本的な学習態度を
身に付けさせる。
○多様な児童の実態に対応するため、
習熟度別、課題別少人数指導、高学
年教科担任制等の指導の体制、方法
を工夫し、教師間の協力体制を密にす
る。
○保健指導、体育科学習等を通し、健
康と体力の向上を図り、心身共に健や
かな児童を育成する。

○　夏季ワークショップの開催

道徳教育の指導の重点

・よく考えて、自分の力で判
断し、約束や決まりを守って
最後までやりぬくことができ
る子どもを育てる。
・相手のことを思いやり、互
いに協力し助け合うことがで
きる子どもを育てる。
・生命を尊重し、自然環境や
社会福祉等に目を向け、これ
らを大切にする子どもを育て
る。
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